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2023
令和 5年 睦月
No.393

謹賀
　 新年

今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で

今月のプレゼント
●新年もよろしくお願いします…… 楠田組合長ら年頭あいさつ…… 2～5Ｐ
●今年は卯年… …………………… 年男年女の皆さんが抱負…… 6～7Ｐ
●感激新た！… …………………… 優良組合員表彰式……………… 8Ｐ
●丹精して育てた作物ずらり… … 女性部家庭菜園農産物品評会…… 9Ｐ
●藤島恵子さん、全国大会へ……… 家の光記事活用体験発表…… 10Ｐ
●１年間頑張りました… ………… あぐりスクール閉講式……… 15Ｐ
●里芋まんじゅうなど… ………… シェフ永井のおすすめ……… 26Ｐ

期待の30代コンビ
白ネギの収穫が始まった。北方町川水流の末永悟さんと川並恒久さんの 30代コンビは大忙しだ。２人は
ベビーリーフのハウス栽培も手掛ける。化学肥料は使わず「安全・安心・新鮮」にこだわる。「当面は白ネギと
ベビーリーフで頑張ります」。「二刀流」で地域農業をけん引する期待の若手ファーマーだ。（11ページに関連）

10名様

ガソリン給油券

県内のＪＡガソリンスタンドで使える1,000円分の給油券です。今年
初めてのプレゼントはどなたに！









部　長

吉田 千穂子
副部長

岩切 寿美子

迎 春

活
力
あ
る
農
業
、
農
村
を

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。活
力
あ
る
農
業
を
目
指
し
、

盟
友
一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
一
同

部　長

田口　正幸

北方支部長

末永　悟

副部長兼
東海支部長

遠田　祐星

副部長兼
南方支部長

髙橋　宙暉

北浦支部長

小西　尊秀

北川支部長

矢野　光一

東延岡支部長

伊東　愛二

青
壮
年
部

青
壮
年
部

女

性

部

女

性

部

部
員
間
の
絆
を
大
切
に

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
部

活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
な
か
、

共
同
購
入
や
ス
マ
ホ
教
室
、家
庭
菜

園
農
産
物
品
評
会
な
ど
女
性
部
な
ら

で
は
の
活
動
が
で
き
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
参
加
、ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
で
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か

台
風
に
よ
る
自
然
災
害
も
各
地
で
発

生
し
ま
し
た
。延
岡
市
も
台
風
14
号
に

よ
り
道
路
冠
水
、断
水
、停
電
、さ
ら
に

水
稲
倒
伏
、牛
舎
損
壊
な
ど
の
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

う
れ
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
末
、宮
崎
市
の
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ

Ｍ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た「
宮
崎
県
家

の
光
大
会
」の
家
の
光
記
事
活
用
体

験
発
表
で
東
延
岡
支
部
長
の
藤
島
恵

子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。�

藤
島
さ
ん
は
令
和
５
年
２
月
、京
都

市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
精
一
杯
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
学
ん

だ
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
次
の
３
つ

の
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は「
部
員
間
の
絆
を
大
切

に
す
る
」で
す
。
部
員
間
の
絆
を
さ
ら

に
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
創
意
工

夫
し
て
各
支
部
、各
地
区
で
で
き
る

行
事
等
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
そ

の
際
、１
人
暮
ら
し
の
方
を
お
誘
い

す
る
こ
と
を
計
画
の
な
か
に
盛
り
込

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は「
家
庭
菜
園
を
通
し
て

自
給
自
足
に
挑
戦
す
る
」で
す
。
プ
ラ

ン
タ
ー
等
で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
で

食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
の
現
状
や

食
料
危
機
問
題
な
ど「
食
」へ
の
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
す
。

３
つ
目
は「
ス
マ
ホ
教
室
へ
の
積

極
的
参
加
」で
す
。
便
利
な
ス
マ
ホ
の

機
能
を
有
効
活
用
し
て
快
適
な
生
活

を
過
ご
す
た
め
で
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

希
望
に
満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
し
ま
し
て
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
今
年
も
何
事
に

も
明
る
く
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
ょ
う
。
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令
和
五
年

今
年
は
卯
年
（
う
さ
ぎ
ど
し
）。

穏
や
か
で
温
厚
な
性
格
の
人
が
多

い
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
「
年

男
年
女
」
の
人
に
新
年
の
抱
負
を

「
文
字
」
に
託
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
る
ウ

サ
ギ
に
あ
や
か
っ
て
躍
進
の
年
に

な
る
と
い
い
で
す
ね
。

卯
年
生
ま
れ
●
２
０
２
３
年

年
男　年
女

躍
進
の
年
に

夢に

向かって

伊形町

川名　豊さん
昭和14年

１月20日生まれ

ゆたか

北方町
富山　一八さん

昭和50年
９月５日生まれ

かず　 や

北川町

米田　法子さん
昭和38年

６月14日生ま
れ

のり　 こ

昭和町
矢野　町子さん昭和26年５月12日生まれ

まち　 こ

昭和町

長野　帆夏さん
平成23年

９月15日生まれ

ほの　 か

昭和町

長野佳穂利さん
昭和62年

３月31日生ま
れ

か　 ほ  　り

長浜町

遠田　美裕さん
平成11年

８月８日生まれ

み　　ゆ

行縢町
瀧口　景子さん

昭和26年
７月28日生まれ

けい　 こ

北浦町

森　正成さん
平成11年

８月27日生まれ

まさ　なり

稲葉崎町
甲斐　茂利さん

昭和26年
12月31日生まれ

しげ　とし

西階町
榎並　寛貴さん

昭和62年
８月13日生まれ

ひろ　たか
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佐藤さん（左）からスイートピーの生育状況等
の説明を受ける甲斐理事

「
投
げ
か
け
た
諸
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
く
れ
る
頼
り
に
な
る
地
元
の

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
」
と
佐
藤
さ

ん
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

そ
ん
な
佐
藤
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
に
対
し

「
繁
忙
期
の
人
出
不
足
を
解
消
す
る
た

め
短
期
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
Ｊ
Ａ

が
斡
旋
し
て
く
れ
る
と
助
か
り
ま
す
」

と
要
望
し
ま
し
た
。

北
川
町
長
井
川
坂
の
甲
斐
信
良
理
事

（
73
）
は
11
月
25
日
、
地
元
で
ス
イ
ー

ト
ピ
ー
を
栽
培
す
る
佐
藤
徳
幸
さ
ん

（
47
）
の
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
脱
サ
ラ
で
就
農
21
年

目
。
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
栽
培
を
始
め
た
の

は
「
初
期
投
資
や
栽
培
面
積
等
が
少
な

く
て
も
で
き
る
の
が
魅
力
だ
っ
た
か
ら
」

だ
そ
う
で
す
。
試
行
錯
誤
の
末
、
現
在

は
ク
リ
ス
タ
ル
チ
ェ
リ
ー
な
ど
北
川
町

の
風
土
に
適
し
た
６
〜
７
種
類
を
栽

培
。
面
積
も
５
㌃
か
ら
23
㌃
に
拡
大
。

「
水
害
の
な
い
場
所
に
２
か
所
の
園
地

を
集
約
す
る
の
が
当
面
の
目
標
」
と
意

欲
的
で
す
。

普
段
か
ら
交
流
の
あ
る
甲
斐
理
事
は

「県域ＪＡ構想」の実現に向け、県
内全13ＪＡは令和４年10月末までに
合併への「基本合意」をしました。こ
れにより合併に向けて、より具体的
な議論が加速していくことになります。
「県域ＪＡ構想」の前提は、農業生
産の増大、農業所得の向上と併せて
持続可能な農業の振興、発展と組合
員に対するスケールメリットの創出・
提供としています。その上で厳しい農
業情勢を見据えて、さまざまな課題
に対応できる変化に強い組織を構築
する狙いもあります。
今後、組合員の皆様に対する説明
会や意見交換会等を開催してまいり
ます。ぜひ、ご出席いただき忌憚のな
いご意見、ご要望をお聞かせください。

組合員の皆様へ組合員の皆様へ
〜県域ＪＡ構想に向けて〜日

々
奔
走事

甲
斐
信
良
理

意見収集意見収集
活動活動

７
人

３
組

農
業
振
興
、地
域
活
性
化
に
貢
献

農
業
振
興
、地
域
活
性
化
に
貢
献

令
和
４
年
度
優
良
組
合
員
表
彰

式
は
11
月
24
日
、
本
店
小
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
７
人
と
３
組
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
４
月
の
通

常
総
代
会
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
式
に
は
楠
田
富

雄
組
合
長
ら
４
役
と
筆
頭
理
事
、

理
事
専
門
委
員
会
委
員
長
、
代
表

監
事
、
部
長
、
支
店
長
が
出
席
し
、

受
彰
者
を
称
え
ま
し
た
。

優
良
組
合
員
表
彰
式

１
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た

楠
田
組
合
長
は
「
地
域
の
農
業
を
支

え
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ

の
上
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
理
解
と
協
力
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
高
齢
化
、

資
材
・
物
価
高
騰
な
ど
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

受
彰
者
を
代
表
し
て
北
浦
町
の
甲
斐

亜
季
さ
ん
は
「
こ
の
表
彰
は
ひ
と
え
に

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
指
導
の

賜
。
延
岡
市
、
宮
崎
県
の
農
業
振
興
に

つ
い
て
は
ま
だ
道
半
ば
。
将
来
を
見
据

え
た
活
動
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
と
と
も
に
農
業
振

興
へ
向
け
て
の
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

受
彰
者
は
終
了
後
、
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
第
10
回
理
事
会
の
席
上
で
も
紹

介
さ
れ
、
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

楠田組合長（前列左から３番目）を囲んで
感激新たの受彰者の皆さん

受　彰　者
甲　斐　亜　季	 （北　浦）
川　名　美保子	 （伊　形）
黒岩地域営農集団	（東　海）
速日峰土地改良区	（北　方）
三　雲　治　男	 （恒　富）
森　　　八重子	 （東延岡）
矢　北　次　三	 （南　方）
山　口　　　巧	 （恒　富）
渡　邉　文　美	 （岡　富）
輪　　話　　笑	 （北　川）

敬称略、五十音順
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審
査
は
Ｊ
Ａ
の
小
野
茂
也
常
勤
監

事
、
営
農
部
農
産
園
芸
振
興
課
の
川
原

昌
人
課
長
と
東
臼
杵
農
林
振
興
局
地
域

農
業
支
援
課
の
松
葉
久
美
課
長
が
行
い

ま
し
た
。
会
場
に
展
示
さ
れ
た
ダ
イ
コ

ン
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
玉
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ト
マ
ト
、
ミ
カ
ン
な
ど
旬
の
農
産
物
を

一
点
、
一
点
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。

松
葉
課
長
は
「
台
風
14
号
の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
尽
力
で
今
年
も

品
評
会
が
開
か
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
丁
寧
に
管
理
さ

れ
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
農
産
物
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
品
評
会
等
を
通
し
て

農
産
物
を
育
て
る
楽
し
さ
を
広
く
一
般

の
方
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
」
と
農
産
物
だ
け
で
な
く
品
評
会
も

高
く
評
価
し
ま
し
た
。

品
評
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
グ
リ
ー

ン
ワ
ン
前
で
は
女
性
部
岡
富
支
部
（
谷

恵
子
支
部
長
）
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
。
洋
服
、
バ
ッ
グ
、
陶
器
類
な

ど
出
品
。
１
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
と

あ
っ
て
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

益
金
は
女
性
部
活
動
費
に
充
て
ま
す
。

同
時
に
行
わ
れ
た
宮
崎
牛
の
販
売
は

数
量
限
定
で
特
別
価
格
の
た
め
用
意
し

た
ス
テ
ー
キ
用
、
ス
ラ
イ
ス
等
が
わ
ず

か
５
分
足
ら
ず
で
売
り
切
れ
ま
し
た
。

◆
農
産
物
品
評
会
入
賞
者
◆

【
根
菜
】
最
優
秀
賞
＝
甲
斐
京
子
（
北

川
）
ダ
イ
コ
ン
▽
優
秀
賞
＝
疋
田
イ
ツ

子
（
北
方
）
シ
ョ
ウ
ガ
、
楠
田
日
出
子

（
南
方
）
里
芋
▽
敢
闘
賞
＝
横
山
洋
子

（
東
延
岡
）
甘
藷
、
山
本
い
づ
み（
北
浦
）

里
芋
、
松
村
幸
子
（
西
階
）
ビ
ー
ツ

【
葉
菜
】
最
優
秀
賞
＝
藤
川
タ
ツ
エ
（
南

方
）
キ
ャ
ベ
ツ
▽
優
秀
賞
＝
吉
田
秀
子

（
北
方
）
チ
ン
ゲ
ン
菜
、
川
名
美
保
子

（
伊
形
）
ネ
ギ
▽
敢
闘
賞
＝
牧
野
キ
ヨ

ノ
（
恒
富
）
玉
ネ
ギ
、
川
﨑
ア
サ
子
（
西

階
）
ハ
ク
サ
イ

【
果
菜
】
最
優
秀
賞
＝
日
吉
洋
子
（
恒

富
）
椎
茸
▽
優
秀
賞
＝
日
髙
寿
美
子

（
東
海
）
ズ
ッ
キ
ー
ニ
▽
敢
闘
賞
＝
荒

木
和
美
（
南
方
）
カ
ボ
チ
ャ

【
果
実
】
最
優
秀
賞
＝
松
原
洋
子
（
北

方
）
柿
▽
優
秀
賞
＝
玉
田
啓
子
（
東
海
）

ミ
カ
ン
▽
敢
闘
賞
＝
甲
斐
満
理
江
（
北

方
）
レ
モ
ン�

カ
ッ
コ
内
は
所
属
支
部

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
11
月
29
日
、
家
庭

菜
園
農
産
物
品
評
会
を
開
き
ま
し

た
。
家
庭
菜
園
と
地
産
地
消
を
推
進

す
る
た
め
昨
年
か
ら
実
施
。
審
査
会

場
の
Ｊ
Ａ
本
店
大
ホ
ー
ル
に
は
根

菜
、
葉
菜
、
果
菜
、
果
実
の
４
部
門

に
73
人
か
ら
１
１
２
点
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
審
査
後
、
グ
リ
ー
ン
ワ
ン

前
で
開
か
れ
た
即
売
会
は
大
好
評
で

大
勢
の
人
が
安
全
、
安
心
、
新
鮮
な

野
菜
、
果
物
を
買
い
求
め
20
分
ほ
ど

で
完
売
し
ま
し
た
。

厳正に行われた審査会

和気あいあいの雰囲気のなかで行われた
スマホ教室

大盛況だった即売会

Ｊ
Ａ
女
性
部
を
対
象
に
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
講
座
「
ス
マ
ホ
教
室
」
が
11
月
30

日
と
12
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
小
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。
生
活
に
欠
か
せ
な

い
ス
マ
ホ
の
基
本
的
操
作
や
各
種
機
能

を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と
Ｊ
Ａ
宮
崎
県

女
性
組
織
協
議
会
が
昨
年
か
ら
開
い
て

い
る
も
の
で
す
。

講
師
は
宮
崎
市
で
ス
マ
ホ
教
室
を
開

い
て
い
る
坂
本
誠
司
さ
ん
と
松
浦
洋
美

さ
ん
。
30
日
は
９
人
が
参
加
し
、
基
本

的
な
操
作
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
の
使
い

方
な
ど
学
び
ま
し
た
。

な
か
で
も
「
１
週
間
に
１
度
は
再
起

動
す
る
」「
絶
対
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
０
％

に
し
な
い
」「
充
電
は
20
〜
80
％
程
度

を
目
安
に
」
な
ど
は
知
ら
な
い
人
が
多

く
「
意
外
で
し
た
。
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い

女
性
部
ス
マ
ホ
教
室

素
晴
ら
し
い
農
産
物
１
１
２
点

素
晴
ら
し
い
農
産
物
１
１
２
点

Ｊ
Ａ
女
性
部
家
庭
菜
園
農
産
物
品
評
会

Ｊ
Ａ
女
性
部
家
庭
菜
園
農
産
物
品
評
会
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同
大
会
に
は
「
対
話
で
つ
く
ろ
う
地

域
の
未
来
み
ん
な
で
つ
な
ご
う
協
同
の

こ
こ
ろ
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

県
内
の
女
性
部
員
ら
関
係
者
約
１
８
０

人
が
出
席
し
、
日
頃
の
活
動
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

藤
島
さ
ん
は
「
小
さ
な
発
信
か
ら
始

ま
っ
た
私
の
防
災
活
動
」
と
題
し
て
発

表
。「
家
の
光
」
の
購
読
を
機
に
手
芸

を
始
め
、
防
災
意
識
の
高
ま
り
と
共
に

災
害
に
遭
っ
た
人
た
ち
の
役
に
立
て
れ

ば
、
と
防
災
頭
巾
作
り
な
ど
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
さ
ら
に
飛
躍
し
、
防
災
士
の
資

格
を
取
得
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

最
近
は
「
家
の
光
」
の
「
付
録
」
を

参
考
に
手
作
り
料
理
に
も
挑
戦
。
家
族

や
友
人
に
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も

紹
介
。
最
後
に
「『
家
の
光
』
は
地
域

の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
私
の
思
い
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
「
家
の

光
」
を
支
え
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
会
場
か
ら

盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

藤
島
さ
ん
は
「
ま
さ
か
最
優
秀
賞
を

い
た
だ
く
と
は
自
分
で
も
驚
い
て
い
ま

す
。
全
国
大
会
で
も
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部
に
普
及
功
労
表
彰

女
性
部
に
普
及
功
労
表
彰

普
及
功
労
表
彰
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
と
岡

富
支
部
長
の
谷
恵
子
さ
ん
が
家
の
光
協

会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

第
67
回
宮
崎
県
家
の
光
大
会
（
Ｊ

Ａ
宮
崎
中
央
会
、
家
の
光
協
会
主

催
）は
12
月
１
日
、
宮
崎
市
の
Ｊ
Ａ
・

Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
家
の

光
記
事
活
用
体
験
発
表
で
Ｊ
Ａ
女

性
部
東
延
岡
支
部
長
の
藤
島
恵
子

さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

藤
島
さ
ん
は
令
和
５
年
２
月
15
日
、

京
都
市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

記
事
活
用
体
験

記
事
活
用
体
験

発
表
で
最
優
秀
賞

発
表
で
最
優
秀
賞

女性部の皆さんに囲まれ、賞状を手に喜びの藤島さん

安全・安心・新鮮な野菜等を買い求める人たち

活気づくバザー

生
鮮
食
料
品
だ
け
で
な
く
手
作
り
の

手
芸
品
や
小
物
類
な
ど
も
販
売
。
買
い

物
し
た
人
に
は
お
コ
メ
２
合
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
一
角
で
は
バ
ザ
ー
を

開
催
。
衣
類
や
洗
剤
、
砂
糖
な
ど
の
生

活
用
品
が
好
評
で
し
た
。
益
金
は
女
性

部
活
動
費
に
充
て
ま
す
。

こ
の
朝
市
は
令
和
３
年
末
ま
で
「
伊

形
朝
市
」
と
し
て
同
支
部
内
の
「
伊
形

朝
市
グ
ル
ー
プ
」
が
運
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
等
で
解

散
。
こ
れ
を
受
け
て
同
支
部
が
引
き
継

ぎ
「
い
が
た
朝
市
」
と
し
て
同
４
年
１

月
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　

引
き
継
い
だ
同
支
部
の
甲
斐
一
枝

支
部
長
は
「
地
域
に
根
付
い
た
朝
市

の
『
灯
』
を
消
し
て
は
い
け
な
い
と
の

思
い
で
運
営
を
引
き
継
ぎ
、
こ
の
１
年

は
試
行
錯
誤
の
日
々
で
し
た
。
最
近
、

よ
う
や
く
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
趣
向
を
凝
ら
し
て
朝
市
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。　

朝
市
は
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
の

午
前
８
時
か
ら
。

い
が
た
朝
市

い
が
た
朝
市  

盛
大
に
感
謝
祭

盛
大
に
感
謝
祭

Ｊ
Ａ
女
性
部
伊
形
支
部
は
12
月
７

日
、
北
一
ヶ
岡
の
Ａ
コ
ー
プ
一
ヶ
岡
店

駐
車
場
で
１
年
間
の
ご
愛
顧
に
感
謝

し
て
「
い
が
た
朝
市
大
感
謝
祭
」
を
開

き
ま
し
た
。
会
場
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ハ
ク
サ
イ
、サ
ニ
ー
レ
タ
ス
な
ど
の
新

鮮
冬
野
菜
・
果
実
や
漬
物
な
ど
を
買

い
求
め
る
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
67
回
宮
崎
県

家
の
光
大
会

藤
島
藤
島
さ
ん
さ
ん

全
国
大
会
へ

全
国
大
会
へ
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白
ネ
ギ
栽
培
は
、
同
町
打
扇
の
農
事

組
合
法
人
「
う
つ
ぎ
フ
ァ
ー
ム
」
の
委

託
を
受
け
て
昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

ほ
場
（
24
㌃
）
は
美
郷
町
北
郷
黒
木
地

区
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
地
元
で
栽
培

し
ま
し
た
が
、
連
作
障
害
を
避
け
る
た

め
同
規
模
の
ほ
場
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
見
つ
か
っ
た
の
が
現
在
地
。
毎
朝
、

15
分
ほ
ど
か
け
て
ほ
場
に
通
い
ま
す
。

収
穫
し
た
白
ネ
ギ
は
「
う
つ
ぎ

フ
ァ
ー
ム
」
の
作
業
所
で
泥
を
落
と
し

て
60
㌢
に
切
り
そ
ろ
え
、
３
０
０
㌘（
２

〜
４
本
）
を
目
安
に
袋
詰
め
し
、
翌
朝

「
ふ
る
さ
と
市
場
」
な
ど
Ｊ
Ａ
の
産
地

直
売
所
や
延
岡
綜
合
地
方
卸
売
市
場
に

出
荷
し
ま
す
。

何
事
も
２
人
で
話
し
合
っ
て
決
め
る

合
議
制
を
守
り
ま
す
。「
た
ま
に
意
見

の
食
い
違
い
は
あ
る
が
、
互
い
に
納
得

し
て
か
ら
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
息
も
ピ
ッ
タ
リ
。

秀
品
率
ア
ッ
プ
を

「
白
ネ
ギ
は
、
鍋
物
は
も
ち
ろ
ん
煮

て
も
、
焼
い
て
も
お
い
し
い
食
材
。
ご

は
ん
の
お
供
に
も
お
酒
の
つ
ま
み
に
も

幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。
メ

イ
ン
料
理
に
も
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
冬

場
だ
け
で
な
く
夏
場
に
も
収
穫
で
き
る

よ
う
10
月
と
12
月
に
も
種
ま
き
を
し
ま

し
た
」
と
白
ネ
ギ
栽
培
に
情
熱
を
注
ぐ

２
人
。
続
け
て
「
も
っ
と
お
い
し
い
白

ネ
ギ
を
作
る
こ
と
が
当
面
の
目
標
。
秀

品
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
し
っ
か
り
技
術

を
磨
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
病

害
虫
対
策
と
し
て
雑
草
管
理
を
徹
底
し

た
い
」
と
意
欲
満
々
で
す
。

北
方
町
川
水
流
の
末
永
悟
さ
ん

（
39
）
と
川
並
恒
久
さ
ん
（
36
）
は
、

12
月
上
旬
か
ら
白
ネ
ギ
の
収
穫
に

入
り
ま
し
た
。
今
年
は
台
風
14
号

の
影
響
で
１
か
月
ほ
ど
遅
れ
ま
し

た
が
「
昨
年
よ
り
は
良
い
出
来
」

と
２
人
と
も
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

３
月
中
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

真剣な表情で白ネギを選別する末永さん（右）と川並さん

そ
の
な
か
で
同
町
笠
下
の
甲
斐
操
さ

ん
（
77
）
は
「
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

生
育
は
上
々
。
台
風
の
被
害
が
最
小
で

済
ん
だ
の
で
助
か
っ
た
。
た
だ
周
り
の

生
産
者
に
被
害
が
出
た
の
で
手
放
し
で

は
喜
べ
な
い
」
と
複
雑
な
心
境
で
収
穫

に
励
み
ま
す
。
そ
れ
で
も
土
の
な
か
か

ら
１
〜
１
・
５
㍍
の
り
っ
ぱ
な
自
然
薯

が
現
れ
る
と
表
情
も
緩
み
ま
す
。

収
穫
し
た
自
然
薯
は
洗
っ
て
半
日
ほ

ど
天
日
干
し
に
し
ま
す
。
箱
詰
め
な
ど

に
し
て
Ｊ
Ａ
の
産
地
直
売
所
「
ふ
る
さ

と
市
場
」
や
同
町
の
道
の
駅
「
よ
っ
ち

み
ろ
屋
」
に
出
荷
。
同
町
の
自
然
薯
は

白
く
て
も
ち
の
よ
う
な
粘
り
が
特
徴
。

「
元
気
ば
り
ば
り
じ
ね
ん
じ
ょ
う
」
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
高
い
人
気
を
誇
り
ま
す
。

甲
斐
さ
ん
は
減
反
政
策
と
し
て
平
成

13
年
か
ら
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
作
付

地
を
畑
か
ら
田
ん
ぼ
に
替
え
た
同
20
年

ご
ろ
か
ら
品
質
が
向
上
し
、
収
量
も

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
今
年
は
25
㌃
を
作

付
し
、
２
㌧
（
約
５
０
０
０
本
）
の
収

量
を
見
込
み
ま
す
。

北
方
町
の
特
産
、
自
然
薯
（
じ

ね
ん
じ
ょ
）
の
収
穫
が
10
月
下
旬

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
１
月

ま
で
続
き
ま
す
。
町
内
の
生
産
者

は
６
人
。
北
方
町
総
合
支
所
に
よ

る
と
今
年
度
は
台
風
14
号
に
よ
っ

て
圃
場
が
流
さ
れ
る
な
ど
の
被
害

が
続
出
し
、
収
穫
で
き
る
の
は
47

㌃
（
作
付
面
積
は
85
㌃
）
と
例
年

の
半
分
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
予

想
収
量
も
約
３
㌧
と
大
幅
に
落
ち

込
む
見
込
み
で
す
。

収穫したばかりの自然薯を手にする甲斐さん

元気ばりばり元気ばりばりじねんじょうじねんじょう

台
風
で
１
か
月

台
風
で
１
か
月

遅
れ
も
品
質
上
々

遅
れ
も
品
質
上
々

白
ネ
ギ
収
穫
始
ま
る

白
ネ
ギ
収
穫
始
ま
る

北方町の
名コンビ 末永、川並さん

北方町 収穫ピーク
奮闘する甲斐操奮闘する甲斐操さんさん
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東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組
合

連
合
会
と
東
臼
杵
郡
市
肉
用
牛
改
良

協
議
会
は
11
月
28
日
、
門
川
町
南

町
の
門
川
町
総
合
文
化
会
館
で
第
24

回
東
臼
杵
郡
市
肉
用
牛
改
良
増
頭
研

修
会
を
開
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

３
年
ぶ
り
の
研
修
会
と
な
っ
た
会
場

に
は
Ｊ
Ａ
延
岡
、
Ｊ
Ａ
日
向
管
内
の

生
産
者
、
関
係
者
約
２
０
０
人
が
出

席
。
功
労
者
表
彰
や
講
演
会
等
を
通

し
て
東
臼
杵
郡
市
の
畜
産
振
興
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

功
労
賞
に
小
野
さ
ん（
北
川
町
）、
甲
斐
さ
ん（
北
方
町
）

東
臼
杵
郡
市
畜
連
の
藤
本
隆
康
会
長

は
「
延
岡
市
の
織
田
直
行
さ
ん
が
10
月

の
鹿
児
島
全
共
で
優
等
３
席
を
獲
得
し

た
。
当
管
内
か
ら
35
年
ぶ
り
の
出
場
で

の
快
挙
。
こ
れ
は
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
『
チ
ー
ム
東
臼
杵
』
で
勝
ち
取
っ
た
も

の
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
全
体
で
畜
産
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

東
臼
杵
農
林
振
興
局
の
福
田
芳
光
局

長
も
「
中
山
間
地
を
守
る
た
め
に
は
和

牛
文
化
を
大
事
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
畜
産
振
興
を
訴
え
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰
式
で
は
、
鹿
児
島
全
共

で
優
等
３
席
を
獲
得
し
た
石
田
町
の
織

田
直
行
さ
ん
（
39
）
に
特
別
功
労
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
50
年
以
上
繁
殖
経
営

を
営
み
地
域
の
畜
産
振
興
に
寄
与
し
た

と
し
て
北
川
町
川
坂
の
小
野
岩
明
さ
ん

（
83
）
と
北
方
町
三
ヶ
村
の
甲
斐
勝
喜

さ
ん（
73
）に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
子
牛
最
高
価
格
販
売

者
（
雌
子
牛
の
部
）
と
し
て
北
川
町

瀬
口
の
治
久
丸
新
一
さ
ん
（
80
）

最
高
価
格
販
売
者
に

治
久
丸
さ
ん
（
北
川
町
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
せ
り
価
格
は

１
６
２
万
９
１
０
０
円
で
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
織
田
さ
ん
は

「
光
栄
で
す
。
１
月
に
全
共
３
位
の
『
み

ほ
の
ふ
じ
』
の
初
産
を
控
え
て
い
る
の

で
気
の
抜
け
な
い
毎
日
で
す
。
１
年
１

産
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強

く
話
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
衆
議
院
議
員
で
元
農

林
水
産
大
臣
の
江
藤
拓
氏
が
「
日
本
の

畜
産
」、
全
国
和
牛
登
録
協
会
宮
崎
県

支
部
の
長
友
明
博
局
長
が
「
大
事
を
為

す
に
は　

小
事
の
積
み
重
ね　

更
な
る

高
み
へ
〜
チ
ー
ム
東
臼
杵
か
ら
チ
ー
ム

宮
崎
へ
〜
」
の
演
題
で
そ
れ
ぞ
れ
講

話
。
最
後
ま
で
全
員
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

表彰された織田さん、小野さん、治久丸さん、甲斐さん（左から）

３年ぶりに開かれた肉用牛増頭研修会

日
向
・
延
岡
合
同
和
牛
枝
肉
共
励
会

は
11
月
25
日
、
都
農
町
の
ミ
ヤ
チ
ク
都

農
工
場
で
開
か
れ
、
北
浦
町
古
江
の
星

川
嘉
宏
さ
ん
の
「
七
色
」（
父
・
耕
富

士
、
母
の
父
・
勝
平
正
、
母
の
祖
父
・

安
平
）
が
優
等
１
席
（
経
済
連
会
長
賞
）

に
輝
き
ま
し
た
。

同
２
席
（
畜
連
会
長
賞
）
に
は
小
野

町
の
甲
佐
真
一
さ
ん
、
同
３
席
（
ミ
ヤ

チ
ク
賞
）
も
Ｊ
Ａ
延
岡
肥
育
セ
ン
タ
ー

が
獲
得
し
、
延
岡
勢
が
上
位
を
独
占
し

ま
し
た
。
特
別
賞
と
し
て
石
田
町
の
Ｔ

Ｋ
・
マ
リ
ス
フ
ァ
ー
ム
が
日
ハ
ム
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

共
励
会
に
は
東
臼
杵
郡
市
管
内
か
ら

23
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。
各
枝
肉
と
も

ロ
ー
ス
芯
の
大
き
さ
や
枝
肉
歩
留
ま
り

が
良
い
こ
と
な
ど
か
ら
購
買
者
も
高
く

評
価
し
て
い
ま
し
た
。

星川星川さんさん（北浦町）（北浦町）優等１席優等１席

購買者から高い評価

日向・延岡合同和牛枝肉共励会

延岡勢が上位独占延岡勢が上位独占

東
臼
杵
郡
市
畜
連・

肉
用
牛
増
頭
研
修
会

全
共
３
位

全
共
３
位
のの
織
田
織
田
さ
ん
さ
ん（（
石
田
町
石
田
町
））にに
特
別
功
労
賞

特
別
功
労
賞
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理

事

会

だ

よ

り

令
和
４
年
度
第
10
回
理
事
会
は

11
月
24
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
５
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
報
告
は
25
件
で
し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
令
和
４
年
度　

定
例
監
事
監
査

意
見
に
対
す
る
回
答
書

	▽
資
産
査
定
実
施
規
程
の
一
部
変
更

	▽
資
産
査
定
担
保
評
価
要
領
の
一

部
変
更

	▽
有
価
証
券
等
自
己
査
定
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
一
部
変
更

	▽
経
理
規
程
の
一
部
変
更

＝
　
報
　
告
　
＝

	▽
令
和
４
年
度　

会
計
監
査
期
中

Ⅱ
（
内
部
統
制
運
用
評
価
）
の

実
施

	▽
資
産
査
定
事
務
要
領
の
一
部
変
更

	▽
個
人
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く

公
表
事
項
等
の
一
部
変
更

	▽
不
祥
事
対
応
要
領
の
一
部
改
正

	▽
C
C
S
定
期
確
認
該
当
件
数

（
３
次
認
定
）

	▽
令
和
４
年
度　

第
３
・
四
半
期　

苦
情
等
報
告

	▽
令
和
４
年
度　

第
３
・
四
半
期　

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関

す
る
報
告

	▽
令
和
４
年
度　

第
３
・
四
半
期　

マ
ネ
ー
・ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ
の

対
応
に
関
す
る
報
告

	▽
令
和
４
年
度　

第
３
・
四
半
期　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

取
り
組
み
結
果
報
告

	▽
令
和
４
年
度　

第
３
・
四
半
期　

連
続
職
場
離
脱
結
果
報
告

	▽
仮
決
算
要
領
の
一
部
変
更

	▽
組
合
員
出
資
に
か
か
る
事
務
処

理
要
領
の
一
部
変
更

	▽
組
合
員
異
動
状
況

	▽
令
和
５
年
度　

役
員
改
選
手
続

き
・
総
代
選
挙
手
続
き
の
流
れ

	▽
貯
金
実
績

	▽
移
動
金
融
店
舗
「
そ
ら
た
ま
号
」

運
行
実
績

	▽
貸
出
金
実
績

	▽
理
事
の
利
益
相
反
取
引
後
の
報
告

	▽
長
期
共
済
実
績

	▽
令
和
４
年
度　

J
A
共
済
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
お
よ

び
改
善
方
針
の
概
要

	▽
令
和
４
年
産　

普
通
期
米
検
査

実
績

	▽
令
和
４
年
度　

防
疫
班
体
制

	▽
畜
産
飼
料
高
騰
対
策
等
事
業
取

組
状
況

	▽
11
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
結
果

	▽
経
済
ポ
イ
ン
ト
実
績

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
】

	▽「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

東
臼
杵
郡
市
畜
連

雌
の
平
均
は
54
万
３
７
３
３
円�

（
前
回
比
１
万
４
７
４
２
円
減
）。�

去
勢
は
61
万
１
０
２
１
円
（
同
２
万�

１
０
９
７
円
増
）。
最
高
値
は
雌
が

１
５
４
万
６
６
０
０
円
、
去
勢
が

１
０
２
万
８
５
０
０
円
で
し
た
。

前
回
比
増
も
前
年
比
大
幅
減

出
場
頭
数
は
５
８
８
頭
（
雌
２
４
８

頭
、
去
勢
３
４
０
頭
）
で
し
た
。（
価

格
は
い
ず
れ
も
税
込
み
）。�

　

価
格
は
左
記
の
通
り
で
す
。

平
均
58
万
２
６
４
１
円

東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組

合
連
合
会
は
11
月
17
、
18
日
の
両

日
、
櫛
津
町
の
延
岡
家
畜
市
場
で

11
月
期
子
牛
せ
り
市
を
開
き
ま
し

た
。
平
均
価
格
は
58
万
２
６
４
１

円
で
前
回
市
よ
り
８
１
２
９
円
増

と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
同
期
比

で
は
17
万
６
９
５
５
円
減
と
大
幅

に
下
回
り
ま
し
た
。

頭数（頭） 最高（円） 最低（円） 平均（円） 日齢 体重（kg）
延
岡
農
協

雌 75 1,546,600 268,400 551,173 292 272.4
去 107 982,300 299,200 601,196 276 282.2
計 182 580,582 282 278.2

延
岡
市
場

雌 248 1,546,600 189,200 543,733 295 274.4
去 340 1,028,500 299,200 611,021 277 291.1
計 588 582,641 285 284.1

前年市（9月） 前回市（9月）今回市（11月） 前年比 前回比
雌 718,037 558,475 543,733 △174,304 △14,742
去勢 800,476 589,924 611,021 △189,455 21,097
平均 759,596 574,512 582,641 △176,955 8,129

成 績 表

活気づく延岡家畜市場

11
月
期

せ
り
市
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あなたもチャレンジ！ 家 庭 菜 園家 庭 菜 園

園芸研究家 ● 成松　次郎

家
庭
菜
園
で
お
い
し
く
、
安
全
な
野
菜
を
作
り
、

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
で
食
卓
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜
の
品
種
を
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
そ
の

土
地
の
気
候
や
栽
培
時
期
に
合
っ
て
い
る
か
②
病
気

や
害
虫
に
強
く
、
作
り
や
す
い
か
③
利
用
・
調
理
に

適
し
て
い
る
か
、
な
ど
を
見
極
め
る
こ
と
で
す
。
販

売
農
家
で
は
新
し
い
野
菜
、
品
種
の
試
作
の
畑
と
し

て
活
用
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

【
絵
袋
を
確
認
】
種
苗
会
社
の
カ
タ
ロ
グ
や
絵
袋
に

は
大
切
な
情
報
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
１
）。

・
作
り
や
す
さ
、
耐
病
性
、
耐
寒
性
な
ど
の
特
徴

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
は
名
前
に
「
C
R
」
が
付

い
て
い
れ
ば
根
こ
ぶ
病
に
強
い
品
種
、「
Y
R
」
は

萎い
お
う黄
病
に
強
い
品
種
で
す
。
病
気
に
強
い
品
種
を
選

び
、
少
な
い
農
薬
で
作
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冬
の

野
菜
で
は
耐
寒
性
、
夏
の
野
菜
で
は
耐
暑
性
が
あ
れ

ば
安
心
で
す
。

・
発
芽
・
生
育
適
温
な
ど

発
芽
や
生
育
に
関
す
る
温
度
や
発
芽
ま
で
の
日
数

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
ま
き
時
期
の
目
安
に

し
ま
し
ょ
う
。
生
育
の
短
い
品
種
を
「
早わ

せ生
」、
長

い
品
種
を
「
晩お
く
て生
」、
こ
れ
ら
の
中
間
を
「
中な
か
て生
」

と
呼
び
ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ
の
早
晩
性
と
貯
蔵
性
に
は

深
い
関
わ
り
が
あ
り
、早
生
品
種
は
貯
蔵
性
が
低
く
、

晩
生
品
種
は
貯
蔵
性
に
優
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

ハ
ク
サ
イ
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
で
は
早
晩
性
が
80
日

や
90
日
な
ど
の
生
育
日

数
で
示
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

【
栽
培
指
針
を
チ
ェ
ッ
ク
】

地
域
で
定
着
し
て
い
る

品
種
を
J
A
で
作
成
す

る
栽
培
指
針
で
調
べ
た

り
、
地
元
の
種
苗
店
な

ど
で
聞
い
た
り
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

な
品
種
と
新
し
い
品
種

を
作
り
比
べ
て
み
る
と
、
わ
が
家
に
適
し
た
品
種
選

び
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
指
針
に
は
地
域
の
栽

培
カ
レ
ン
ダ
ー
（
作
型
図
）
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
沿
っ
た
園
芸
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
話
題
の
品
種
】

・
ミ
ニ
野
菜

密
植
が
で
き
栽
培
期
間
が
短
く
、
作
り
や
す
い
品

種
が
多
い
の
で
、家
庭
菜
園
向
き
で
す
。
ハ
ク
サ
イ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
に
は
、
食

味
の
良
い
品
種
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
新
顔
野
菜
に
挑
戦

未
知
の
野
菜
に
は
作
る
楽
し
み
と
食
べ
る
楽
し
み

が
あ
り
、
食
卓
で
の
会
話
も
弾
む
で
し
ょ
う
。
イ
タ

リ
ア
野
菜
に
は
話
題
の
品
種
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

・
機
能
性
野
菜
に
注
目

赤
、
黄
、
紫
な
ど
の
色
素
に
は
健
康
に
良
い
機

能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
リ
コ
ピ
ン
の
多

い
ト
マ
ト
、
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
を
多
く
含
む
ニ
ン

ジ
ン
、
ケ
ル
セ
チ
ン
に
加
え
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

を
多
く
含

む
赤
タ
マ

ネ
ギ
な
ど

が
あ
り
ま

す
。

品種の選び方　野菜作りの第一歩

図 1　絵袋の表記（例）

図 2　タマネギの栽培カレンダー（作型図）

大
好
評
！

大
好
評
！
肥
料
自
己
引
き
取
り

肥
料
自
己
引
き
取
り

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
な
ど
で

農
家
の
負
担
軽
減
の
た
め
Ｊ
Ａ
は
12

月
５
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
グ
リ
ー
ン

ワ
ン
と
３
北
購
買
店
舗
で
予
約
水
稲
肥

料
の
早
期
自
己
引
き
取
り
を
行
い
ま
し

た
。「粒

状
エ
ン
リ
ッ
チ
40
」「
新
み
や
ざ

き
水
稲
２
８
４
」「
ミ
ネ
ラ
ル
追
肥
」

な
ど
の
土
壌
改
良
資
材
、
元
肥
、
追
肥

13
種
類
が
対
象
で
15
日
間
に
５
５
７
件

か
ら
１
万
３
６
６
７
袋
（
１
袋
20
㌔
）

の
引
き
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。　

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
で
は
初
日
か
ら
大
勢

の
人
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
訪
れ
、
そ

の
都
度
、
職
員
た
ち
は
連
携
し
て
肥
料

を
積
み
込
み
ま
し
た
。
１
・
５
㌶
を
栽

培
す
る
稲
葉
崎
町
の
久
富
喜
良
さ
ん

（
76
）
は
57
袋
を
購
入
。「
燃
料
や
資
材

高
騰
が
続
い
て
い
る
の
で
、
と
て
も
助

か
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

農家の軽トラックに肥料を積み込むＪＡ職員
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トラクターの操作を学ぶ参加者

指
導
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
習

は
初
め
て
。
木
原
課
長
ら
は
「
農
業
機

械
を
活
用
す
る
と
活
躍
の
場
が
広
が

る
」
と
す
る
一
方
で
「
作
業
中
、
一
時

停
止
す
る
と
き
は
わ
ず
か
な
時
間
で
も

必
ず
動
力
を
切
る
こ
と
」
な
ど
と
「
安

全
意
識
の
徹
底
」
を
訴
え
ま
し
た
。

農
作
業
の
負
担
を
軽
減
す
る
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
体
験
で
は
、
20
㌔
の
重
さ
の

肥
料
を
軽
々
と
か
か
え
る
こ
と
が
で
き

「
凄
い
。
力
持
ち
に
な
っ
た
み
た
い
」

と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
延
岡
女
性
部
で
東
臼
杵
北
部
地

区
農
村
女
性
リ
ー
ダ
ー
会
の
甲
斐
亜
季

さ
ん
は
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
習
が
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
基
本
を
学
び

真
っ
す
ぐ
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
よ
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

同
研
修
会
は
担
い
手
と
し
て
貴
重
な

人
材
で
あ
る
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ

る
た
め
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

室
内
研
修
を
終
え
た
参
加
者
は
近
隣

の
ほ
場
で
実
習
。
Ｊ
Ａ
地
域
農
業
振
興

支
援
セ
ン
タ
ー
の
木
原
広
道
課
長
ら
が

２
台
の
ト
ラ
ク
ー
を
使
っ
て
操
縦
や
農

業
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な
ど
を

延
岡
市
内
の
農
山
漁
村
女
性
組

織
（
９
組
織
）
で
構
成
す
る
東
臼

杵
北
部
地
区
農
山
漁
村
女
性
サ

ポ
ー
ト
協
議
会
と
東
臼
杵
農
林
振

興
局
は
12
月
６
日
、
長
浜
町
の
東

臼
杵
北
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
機
械
操
作
研
修
会
を
開
き

ま
し
た
。
女
性
農
林
漁
業
者
16
人

が
参
加
、
ト
ラ
ク
タ
ー
操
作
や
ア

シ
ス
ト
ス
ー
ツ
体
験
な
ど
を
通
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

広がる活躍の場広がる活躍の場
女性農林漁業者研修会
トラクター操作に挑戦トラクター操作に挑戦

野
菜
収
穫
は
浜
砂
の
畑
で
あ
り
、
自

分
た
ち
で
種
ま
き
し
た
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ダ
イ
コ
ン
を
収
穫
。
子
ど
も

た
ち
は
土
の
中
か
ら
次
々
に
顔
を
出
す

野
菜
に
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

収
穫
後
は
野
田
１
丁
目
の
「
に
し
し

な
愛
彩
館
」
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
に
挑

戦
。
指
導
し
た
の
は
Ｊ
Ａ
養
豚
部
会
の

伊
東
愛
二
部
会
長
。
味
付
け
さ
れ
た
練

り
肉
を
腸
に
詰
め
て
15
分
間
ゆ
で
て
ハ

サ
ミ
で
カ
ッ
ト
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼

き
色
を
付
け
て
完
成
。
一
連
の
作
業
を

親
子
で
行
い
ま
し
た
。
パ
ン
に
キ
ャ
ベ

ツ
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
は
さ
み
、
仕
上
げ

に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
か
け
て
ホ
ッ
ト
ド
ッ

ク
の
出
来
上
が
り
で
す
が
、
こ
の
作
業

と
試
食
は
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
た

た
め
各
家
庭
で
し
ま
し
た
。

終
了
後
の
閉
講
式
で
川
原
博
之
副
組

合
長
は
「
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
『
食
』

の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
と
思

う
。
飼
料
、
肥
料
等
の
資
材
高
騰
で
農

家
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
地
元

農
産
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
農
家
の
人

た
ち
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
上
で
受
講
生
１
人
ひ
と
り

に
修
了
証
書
を
手
渡
し
、
併
せ
て
同
ス

ク
ー
ル
で
育
て
た
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
１
袋

（
10
㌔
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

４
年
連
続
参
加
の
花
井
那な

る成
さ
ん（
８
）

は
「
収
穫
し
た
ニ
ン
ジ
ン
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

で
カ
レ
ー
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
も
楽
し
か
っ
た
」
と
満
面

の
笑
み
。
母
親
の
広
美
さ
ん（
49
）は
「
ス

ク
ー
ル
で
は
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
来
年
も
参
加
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
最
後
の
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り

ス
ク
ー
ル
は
12
月
10
日
、
13
家
族

35
人
が
参
加
し
て
野
菜
収
穫
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
な
ど
体
験
し
ま
し
た
。

でっかいダイコンに思わず笑みが

親子で仲良くソーセージ作り

野
菜
収
穫
と
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
体
験

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
閉
講

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
閉
講
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人
生
１
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０
年
時
代
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移動金融店舗車両巡回スケジュール
●●●●

●
●●●●

●
そらたま

号
そらたま

号

払い出しはお１人様50万円まで。 入金は200万円まで。キャッシュカードでの取り扱いはできません。

ご利用の際は、印鑑と通帳をご持参ください。

普通貯金入出金取扱い業務▶ 定期積金の掛込 通帳の記帳・繰越 税金、公共料金の受入れ

ATMは設置して
いません。

毎週木曜日はメンテナンスのため運休

（１）各支店で行っている融資業務を本店に集約し、拠点化を図ります。
これに伴い各支店での融資手続業務は本店で行うことになりますが、ご相談は引き続き
受付いたします。

（２）岡富支店を東延岡支店内に移転し「東延岡支店・岡富支店」として営業いたします。

（１）上記による店舗コード・口座番号の変更はございません。通帳・キャッシュカード等はそのままご利用いただけます。
（２）本店では共済相談窓口を設け、これまで同様、共済業務に関するご相談、各種手続きをお受けいたします。
（３）岡富支店ＡＴＭ（川原崎町）は引き続きご利用いただけます。

「融資業務の本店集約化」ならびに「岡富支店移転」のお知らせ
日頃よりJA事業をご利用いただき心よりお礼申し上げます。
この度、JA延岡では下記のとおり、融資業務および金融店舗の再編を行いますのでお知らせいたします。

再編の内容

実 施 日

ご利用にあたっての留意点

令和５年２月６日（月）より

上記の業務変更に伴い、岡富支店およびATMが下記のとおり休業となりますので、ご注意ください。

岡富支店　令和５年2月１日（水）～５日（日） ATM 令和５年2月４日（土）～５日（日）〔　　　〕岡富・富美山
マックスバリュ岡富

月曜日
時　間 場　所

10：00～11：00 富美山コミュニティセンター
12：45～13：05 宮野浦中央公園
13：40～14：20 市尾内
14：40～15：00 旧阿蘇漁港前

火曜日
時　間 場　所

 9：00～10：30 旧Ａコープ桜ヶ丘店
11：00～11：30 片田公民館
13：00～14：30 ととろふれあい館（旧土々呂支店）

水曜日
時　間 場　所

 9：00～10：00 旧Ａコープ桜ヶ丘店
10：30～11：00 桑平バス停
12：30～14：00 農機具センター（旧G1ひらた）

金曜日
時　間 場　所

 8：50～ 9：20 伊原営農集会所
 9：40～10：10 岡元公民館
10：40～11：10 行縢多目的集会所
13：00～13：30 唐立営農研修館
13：50～14：20 二股上公民館
※天候や交通状況により、遅延・運休になる場合があります。
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農業者年金

2023

新型コロナウイルス感染症対策をして行いますが、ご来場の際は各自対策をしてお越し下さい。
感染状況によっては中止になる場合もあります。予めご了承下さい。

会 場 時 間

3月10日 11日3月3月3月10日10日10日 11日11日11日金 土

農機具センター 午前9時▶午後3時午前9時▶午後3時
特別価格で

JA延岡 農機具センター　TEL 0982-20-0551
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お問い合せは、お近くの JA 窓口へ

1.64％
お借り入れ残高200万円　ご返済期間 残り5年の場合

年
保証料込
固定金利

※オリコ・ジャックス保証の場合  (令和4年10月1日現在)

借換により毎月の
支払額が少なくなります
※上記お見積もり例のように金利が
　低くなる場合に限ります

借換により毎月の
支払額が少なくなります
※上記お見積もり例のように金利が
　低くなる場合に限ります

ポ
イ
ン
ト
❷

現在ご契約のマイカーローン
残存期間にかかわらず最長10年
まで自由に返済期間を設定可能

現在ご契約のマイカーローン
残存期間にかかわらず最長10年
まで自由に返済期間を設定可能

ディーラーの残価設定
クレジットからの
借り換えもOK

ディーラーの残価設定
クレジットからの
借り換えもOK

ポ
イ
ン
ト
❸

毎月のご返済額…… 40，552円
残り総支払い金額 2,433,167円

年8.0％あるクレジット系
ローン金利 年1.64％

毎月のご返済額………         34，741円
残り総支払い金額 2,084,486円

（
保
証
料
込
）

金利の違いで
ご返済額が
これだけの差に！ 348，681円！

残り総支払い
 差額その差　　 5,8
11円毎月毎

マイカーローン借換応援マイカーローン借換応援 キャン
ペーン

ネットでマイカーローン
（他行から借換）の申込をすると

今なら 最大●1.51%引き下げ＋ 保証料年

通常金利 年2.5％から

ポ
イ
ン
ト
❶

〈青色申告特別控除〉
　青色申告をされている方で複式簿記(正規の帳簿)をしてい
る方は、一定の要件を満たせば所得から最高65万円を差し引
くことができます。
〈青色事業専従者給与の必要経費算入〉
青色申告をされている事業主と生計を一にしている配偶者

および15歳以上の親族で、その事業に専ら従事している人に
支払う給与については、適正額を税務署に届けた範囲で経費
に算入できます。
〈純損失の繰越しと繰戻し〉
純損失の繰越し＝青色申告をされている方は、事業から生

じた純損失(赤字)の金額を翌年以後３年間にわたって、順次
各年分の所得(黒字)から差し引くことができます。
純損失の繰戻し＝前年も青色申告されている方は、事業か

ら生じた純損失(赤字)の繰越しに代えて、その損失額(赤字額)
を前年分の所得(黒字)に繰り戻して控除し、前年分の所得税
の還付を受けることができます。

青色申告をするためには、青色申告をしようとする年の
３月15日までに「所得税の青色申告承認申請書」を所轄税
務署に提出する必要があります。

青色申告をするためには

お問い合わせ先 J A延岡営農振興課  ☎23-1891
延　岡　税　務　署  ☎32-3301

青色申告をされている農家のみなさんで活動するJA延
岡農業経営者組織協議会（青色申告会）では、正確な経営管
理に向けた研修会を適宜開催しています。ご希望があれば、
決算書作成に係る労力を軽減できる記帳代行システムも
利用できますので、青色申告を開始される際は是非加入を
ご検討ください。詳しくは下記まで問い合わせを。

お問い合わせ先 JA延岡営農振興課 ☎23-1891

入 会 の お 知 ら せ入 会 の お 知 ら せ

青色申告 を始めてみませんか！確定申告を白色申告で
行っている組合員の方へ

青色申告の主な特典

青色申告には税制面でさまざまな特典がありますので、ご紹介致します。
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お問い合せは、お近くの JA 窓口へ

現金の場合、総合口座通帳または定期
貯金通帳が必要です。
口座からの振替の場合、総合口座通帳
または定期貯金通帳、キャッシュカード
が必要です。
ご利用には、PCまたはスマホでの登録
が必要です。また、登録はキャッシュカー
ドをお持ちの方が対象です。
預入には、総合口座通帳または定期貯
金通帳が必要です。また、お持ちの定期
貯金口座をＪＡネットバンクのサービス
利用口座へ登録が必要です。JA延岡 募集金額 50億円 （県下JA募集総額 205億円）

スマホやパソコンから
いつでもご契約内容が

見られます！

確定申告・年末調整時に
ハガキをなくしても、

払込証明書をデータで作成
できます！

ご家族の連絡先が登録できる
ため、もしもの時に
ＪＡからご家族の方へ
ご連絡できます！

窓口に行かなくても、
いつでもＷｅｂ上で

住所や電話番号の変更、
振込口座等を変更できます！
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